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介助者へ向けられるディスアビリティの構造
―介助実践のフィールドワークを通して―

Ⅰ　はじめに
目的
　本報告は、障害者とその介助者を取り巻く人々、特に、両者が共に公共の場へ出かけたときの世間の人びとから受ける対応について、フィールドワークに基づく実態把握と、理論的な考察の前提となる問題意識の整理を、介助者の視点から検討することを目的とする。
構成

①　障害者から求められる介助者の役割
→　障害者解放運動、自立生活運動の中で展開された介助論の考察。

②　世間の人びとから求められる介助者の役割
→　介助者への聞き取りをもとに、「介助」に絡む社会的相互作用に焦点をあて、それぞれの行為者の行為を介助者の観点から解釈し、考察する。

3 介助者が抱える問題の所在を、①と②をつき合わせて検討する。
調査方法
・　報告者自身の介助者としての経験をもとにした参加観察（期間：1999年4月～2003年1月）

· 聞き取り（対象：介助者、8名）
· 聞き取りでは、報告者も介助者の1人として、その場に参与し、私自身もインフォーマントという立場で参加する形を試みた。
Ⅱ　本論
1 障害者から求められる介助者の役割
障害者運動の考察
＜障害者解放運動＞

運動の意義

· 効率や能力を重んじ、経済的自活や身辺処理活動を独力で行うことを自立とする価値観を捉えなおす。

· 伝統的な自立観の下で、治らない、残る障害について、その障害を障害者個人の責任とし、本人による克服、消去、軽減を迫っていく、又、家庭内に責任を集積し、放置していくような社会の告発。

· 個人の心身的障害によって、身辺処理活動が行えず経済的自活能力を損なう存在であると障害者を位置づけ、施設収容という処遇で障害者の保護、育成を行うことへの批判。

· このような環境や状況を無意識に、又は、意識することすらしなくても良い、そして、良いことをしているのだと思い込んでいる社会の人びとに対して、その無関心や無意識という加害性を自覚させる。
· 障害者自身に深く根付いている刷り込みや常識との闘い、ありのままの自分を取り戻す、解放への闘い。

介助者観

· 社会に対する、異議申し立ての同志。
· 自らも、健全者の1人として、その加害性と向き合っていくもの。

· 障害者の意思に先走ることなく、勝手な判断を働かせてはならない、障害者の手足や道具のように動く存在。

＜自立生活運動＞

運動の意義

· 従来の自立観から、障害者自身による新たな自立概念へ転換する。

→　障害者が、日常生活を遂行する上で、介助者のケアを必要とするとしても、自らの人生や生活のあり方を自らの責任において決定し、自らが望む生活目標や生活様式を選択して生きる権利を有する。
· 自己決定権の尊重や機会の均等を求め、介助に関わる組織論や方法論を提唱する。

· 利用者（障害者）―介助者／経営者―従業員という金銭を媒介させ、契約の視点を取り入れた介助サービスの構築。
介助者観

· 障害者の意志決定とそれによる指示のもとで障害者に代わり日常生活上での動作を行い、補完し、障害者の生活をサポートする存在。

2 世間の人びとから求められる介助者の役割
調査結果の整理と分析　　＊ 別紙（資料／聞き取り内容、その整理と分析）参照

ａ.主体性が揺らぐとき
日常生活場面での第三者による介在が、目的達成に伴う行為主体の変更を介助者に迫らせることがある。
ｂ.“意思決定を見守る”への介入
障害者の意思決定を知らない第三者の介入は、介助者が行う介助に影響を与える。

ｃ.生活に関わる諸活動への介助の阻害
介助者は、公共の場において、障害者の生活に伴う諸活動を妨げる状況と遭遇し、介助を中断せざるを得ない状態を体験する。
③　おわりに　　問題の所在はどこか
問題意識の整理と今後の課題

「介助」の持つ意味

· 障害者個人の身体的な障害を補完し、生活を遂行していくための行為、動作の代行や補助
· 社会的な障壁を指摘していく営み

「介助」を検討する上での視点

· 障害者と介助者での両者間における行為主体、主導権をめぐる、関係性のあり方の検討

· 障害者と介助者の両者に影響を与える価値・規範等、社会的側面の検討
問題意識の整理
　本報告は、公共の場で、介助者が感じている問題を焦点化してきた。聞き取りの中で、何人かの介助者たちが、障害のことを、「社会との関係でつくられる」、「周りがそうさせる」と表現しており、又、世間の人びとから向けられる言動に違和感や疑問があることを述べている。
介助を検討する上で、上記2つの視点の必要性をふまえると、介助者は、障害者とともに介助を担う存在であるからこそ、世間の人びとからの言動を社会の側にある問題点として捉えることができ、障害者とは違う意味としてその障壁を感じることができる立場にあると言える。そして、その意味を介助者の視点から捉えなおすことによって、介助者自身が抱える問題として変容させていく方途を導いていくのではないだろうか。
今後の課題
· 障害者解放運動、自立生活運動での介助論の変遷とその社会背景や社会構造をより深く考察すること。

· 介助者が公共の場において介助行為を行う中で、世間の人びとから向けられる言動の意味は何か、何が、世間の人びとを、そのような行動へと導いていくのかを分析していくこと。

· 世間の人びとからの言動が、介助者にとって、どのような影響力をもって作用していくのかを探求していくこと。
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